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ト調査地を設け シャマントラップを各月 +30個設置し 累計トラップ数は +,+10個となった
調査結果から 広葉樹林プロットにおいて捕獲された野ネズミは 全体の .1.*にあたる -+頭で最も捕
獲数が多かった 次いで 広葉樹林に隣接する針葉樹林プロットでのそれは全体の -,.*にあたる ,+頭で
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の長期化や 針広混交林施業 複層林施業等 より生態系





現状である 特に 人工林において ニホンジカ Cervus
nippon およびノウサギ Lepus brachyurus 等の野生動
物は 農林業被害を被る排除すべき厄介ものとしての側面
に大きく傾いている. しかし 近年注目されている野生













ての研究が行われている1, 2 しかし 人工針葉樹林の管理
と野ネズミの生息に関する研究は少ない そこで本研究
は 人工針葉樹林と広葉樹二次林の隣接する場所に調査枠
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多摩演習林内で行った 同演習林は 東京都の西の端 秩
父山系の最高峰である雲取山 ,,*+2m から南東に連なる













め 広葉樹二次林に +プロット 人工針葉樹林に -プロッ





また +プロットのサイズはそれぞれ .3m.3m *.,.
ha とした
a 広葉樹二次林プロット
標高は約 3** m付近であり ミズナラ Quercus cris-
pulaマンサクHamamelis japonicaを主とした広葉樹
二次林でイヌブナFagus japonicaクマシデCarpinus
japonica ヤマボウシ Cornus kousa 等が混在してい
た 下層木には エンコウカエデ Acer pictum ssp. dis-





golica アカシデ Carpinus laxiflora が見られたが す
べて +/ cm以下の稚樹であった また草本では オニドコ
ロ Dioscorea tokoro クサコアカソ Boehmeria tricus-
pis ver. UnicuspisフタリシズカChloranthus serratus
マツカゼソウ Boenninghausenia japonicaが成育してい











標高は約 2**m付近であり 針葉樹林の -プロットの中
で 中間に位置した また 広葉樹林と針葉樹林の境界か




















た また 各プロット .3m.3m内をさらに 1m間隔で
区切り 1 m1 mの格子状に設定しその交点をトラップ
ポイントとした トラップポイントにはシャマントラッ
プを +個設置し各プロットにそれぞれ .3個合計 +30個
を設置した また +回の調査を連続 -晩としたことから
各月あたり累計トラップ数は /22個となった
捕獲調査は ,**,年 0月から ,**,年 ++月で 各月 +回
行った +回の捕獲調査は連続 -晩とし トラップの見回図 + 調査地の概要
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りを夜と早朝の +日 ,回行う事とした 捕獲した個体は
種の同定 個体番号 各部の計測の後 同地点で記号放逐




PETERSEN法 Lincoln index法 を用いて算出した
Nnm
r
N : 推定生息数 n : 捕獲個体数




















は アカネズミ Apodemus speciosus ヒメネズミ A.







-.であり この ,箇所だけで 3-が捕獲された 図 ,
広葉樹林プロットは全てのプロット中で 生息数が最大値
を示した 図 - また 林相の境界からの距離と累計捕獲
数との間に有意な負の相関を示した r*.3* p*.*/
広葉樹林プロットでは 1月 +*月に生息数のピクを迎
え 針葉樹林プロットでは 0月を除き 毎月 /から -頭
の生息数だった しかし針葉樹林プロットではまった
く捕獲されず 針葉樹林プロットについても 1月に ,





では +/であった 図 .
また捕獲月毎にみると 広葉樹林プロットで 1月をピ
クに 0月から 2月までの間で捕獲された しかし 広葉樹
林では 3月以降は生息が認められなかった 図 / また
林相の境界からの距離と累計捕獲数との間に有意な差は無
かった 針葉樹林プロットでは 1月に針葉樹で 2月
に針葉樹でピクを迎え その後 ,頭の生息数に減少
した その他の針葉樹プロットでは 毎月 ,頭前後の生息
数で推移した
 アカネズミ属 ,種の生息数及び優占率の変化




















































獲割合 約 -* を示したヒメネズミをみると より下層
































果実 昆虫等も減少し 餌資源供給量の減少により 小型
哺乳類の採餌活動効率が低下した さらに休息する場所の
図 / ヒメネズミの生息数
図 0 ネズミ類 ,種の林相別捕獲割合
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お わ り に
現在 下層植生が乏しい人工林の多面的機能を 高度に
発揮させるための森林整備が進められ 下層植生を導入す
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Composition Changes of Rodents and
Distances from the Boundary Between
the Forest Types on the Plantation
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Summary : How is forest biodiversity lost in the unmanaged forest that is not thinned and laid waste?
The loss of biodiversity was investigated with wood mice for six months.
In order to show how the habitation of wood mice is a#ected by the di#erence between forest
types and distances from the boundary between the types, four investigation plots were prepared :
The ﬁrst plot was in the secondary broadleaf forest, not near the boundary. The second one was near
the boundary and in the artiﬁcial coniferous forest. The third was between the boundary and the
middle of the conifer forest. And the last plot was in the middle of the coniferous forest.+30 Sherman
traps were set every month and the total number of the traps came to +,+10.
The results are as follows : In the ﬁrst plot -+ mice were caught ; the number was equal to .1
percent of all the captured mice. In the second one ,+ mice were caught ; the number was equal to -,
percent. In the fourth one few mice were caught.
These results show that wood mice were found on the edge of the artiﬁcial coniferous forest that
borders on the secondary broadleaf forest and is under the inﬂuence of it.
This will suggest that forest biodiversity may be promoted even in the artiﬁcial coniferous forest
if it is considered that the conifer forest is appropriately located next to the broadleaf forest.
Key words : artiﬁcial forest, forest type, Apodemus speciosus, A. argenteus
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